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表紙

( 電子提供措置事項のうち法令及び定款に基づく
書面交付請求による交付書面に記載しない事項 )

上記事項につきましては、法令および当社定款第13条の規定に基づき、書面交
付請求をいただいた株主様に対して交付する書面には記載しておりません。
なお、本株主総会におきましては、書面交付請求の有無にかかわらず、株主の皆
様に電子提供措置事項から上記事項を除いたものを記載した書面を一律でお送り
いたします。

第89回定時株主総会資料

●事業報告
業務の適正を確保するための体制および当該体制の運用状況

●連結計算書類
連結株主資本等変動計算書
（ご参考）連結キャッシュ・フロー計算書（要約）
連結注記表

●計算書類
株主資本等変動計算書
個別注記表

第89期（2022年４月１日から2023年３月31日まで）

北陸電気工業株式会社
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業務の適正を確保するための体制および当該体制の運用状況

●事業報告

業務の適正を確保するための体制および当該体制の運用状況
(1) 業務の適正を確保するための体制
取締役の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制その他会社の業務の適
正を確保するための体制について、取締役会で決議した事項の概要は以下のとおりであります。
① 当社および当社子会社の取締役等および使用人の職務の執行が法令および定款に適合するこ
とを確保するための体制
⒜ 「北陸電気工業グループ行動憲章」を定めコンプライアンス体制の整備および維持を図る。

日本語、英語、中国語で作成して当社海外子会社にも配布、当社グループの役員および
従業員に対して遵守することを求める。内部監査部門として業務監査部を設置し、内部統
制システムが有効に機能していることを書類監査および現地監査で確認する。

⒝ 法令違反その他のコンプライアンスに関する従業員からの相談窓口を総務部、労働組合、
顧問弁護士等に設置する。

⒞ 業務監査部は、監査等委員会と連携を図り当社グループ全体の監査を行い法令遵守体制お
よび社内報告体制の運用に問題があると認めるときは、被監査部門のみならず本社関係部
門並びに代表取締役および監査等委員会に報告する。

② 取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制
⒜ 取締役会の議事録、稟議書、報告書その他取締役の職務執行に係る情報については、「文

書管理規定」「情報セキュリティ規定」等に基づき適切に保存および管理する。
⒝ 前項の情報は、取締役会による取締役の職務執行の監督または監査等委員会による取締役の職
務執行の監査および監督にあたり必要と認めるときは、いつでも閲覧することができる。

③ 当社および当社子会社の損失の危険の管理に関する規定その他の体制
⒜ 「リスク管理規定」および「緊急事態対応規定」を定め、事業に伴う各種のリスクを想定

し、管理責任者を決定し同規定に従ったリスク管理体制を構築する。「事業継続計画」を
定め、危険発生に対して速やかな事業継続体制を整備する。損失の危険が大きい場合は、
代表取締役を本部長とする対策本部を設置し、情報連絡チームおよび顧問弁護士等を含む
外部アドバイザリーチームを組織し迅速な対応を行い、損失の拡大を防止しこれを最小限
に留める体制を整える。加えて、事後の再発防止策の策定も行う。

⒝ 子会社に係る各種リスクの把握、分析、対応策を検討するとともに、当社担当部門と連
絡・連携し、リスクの予防と発生した場合の対処につき整備し運用する。

④ 当社および当社子会社の取締役等の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
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業務の適正を確保するための体制および当該体制の運用状況

⒜ 当社グループ経営方針に基づき、事業本部、営業本部および子会社が策定した年度計画を
審議し、年度予算を決定する。

⒝ 取締役等の職務権限と担当業務を、「取締役会規則」、「組織規定」、「業務分掌規定」、「職
務権限規定」等に基づき明確にし、会社の機関相互の適切な役割分担と連携を確保する。
子会社においても職務権限と担当業務を明確にして、事業本部、営業本部と連携のうえ職
務の執行をする。

⒞ 執行役員制度を導入し業務執行責任を明確にするとともに、取締役会では取締役および執
行役員の業務執行状況の監督を行う。

⑤ 当社子会社の取締役等の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制
「子会社管理規定」に基づき、各子会社は当社へ決裁申請、各種報告等を行う。また代表
取締役、取締役（監査等委員である取締役を除く。）、常勤監査等委員および執行役員が参加
し四半期毎に開催される「トップヒアリング」に海外子会社の取締役等を必要に応じて招聘
し業務執行状況その他経営上の問題の報告を受ける。国内子会社の取締役等は、取締役会、
経営戦略会議、およびその他の重要な会議に参加して事業執行状況や問題等を当社に報告を
する。

⑥ 監査等委員会がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に
関する事項
監査等委員会がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合は、業務監査部に所
属する使用人に職務を補助することを委任する。

⑦ 前号の使用人の取締役（監査等委員である取締役を除く。）からの独立性および当該使用人
に対する監査等委員会の指示の実効性確保に関する事項
⒜ 業務監査部の人事・組織の変更については予め監査等委員会の同意を必要とする。
⒝ 委任を受けた当該使用人が業務監査部の業務を兼務する場合は、監査等委員会に係る業務
を優先して従事するものとする。

⑧ 当社および当社子会社の取締役（監査等委員である取締役を除く。）等および使用人が当社
監査等委員会に報告するための体制その他の監査等委員への報告に関する体制
⒜ 当社グループの取締役（監査等委員である取締役を除く。）等および使用人は、監査等委

員会から業務に関して報告を求められた場合は遅滞なく報告する。また、当社グループの業務
または業績に影響を与える重要な事項を知った場合は監査等委員会に遅滞なく報告する。

⒝ 「苦情、相談、通報処理規定」を定め、その適切な運用を維持することにより、法令違反その
他コンプライアンス上の問題について監査等委員会等への適切な報告体制を確保する。

⒞ 監査等委員会に報告を行った者に当該報告を行ったことを原因として不利な取扱をするこ
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業務の適正を確保するための体制および当該体制の運用状況

とを禁止する。
⑨ 監査等委員の職務の執行について生じる費用または債務の処理に係る方針に関する事項

監査等委員の職務の執行について生じる費用の前払いまたは償還等の請求があった場合に
は当該請求に掛かる費用が監査等委員の職務の執行に必要でないと明らかに認められる場合
を除きこれに応じる。

⑩ その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
⒜ 監査等委員が経営戦略会議や取締役会その他重要な会議に出席する等、経営課題や業務運
営上の重要課題について代表取締役、取締役（監査等委員である取締役を除く。）、執行役
員等と意見交換を行う機会を確保する。

⒝ 監査等委員会は、業務監査部から内部監査の報告を受けるとともに、代表取締役と協議の
うえで特定の事項について経理部門その他当社各部門に監査への協力を依頼することがで
きる。

⒞ 監査等委員会は、定期的に会計監査人および業務監査部と意見交換を行い、連携の強化を
図る。

⑪ 財務報告の信頼性を確保するための体制について
⒜ 財務報告を適正に行うため、規定および手順等を定め財務報告に係る内部統制の体制整備
と有効性向上を図る。

⒝ ガバナンス部は財務報告に係る内部統制に対して定期的に監査を行い、内部統制の有効性
について評価し、是正や改善の必要があるときは、速やかに代表取締役および監査等委員
会に報告するとともに当該部門はその対策を講じる。

⑫ 反社会的勢力排除に向けた基本的考え方およびその整備状況について
⒜ 市民生活の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力・団体に対しては毅然として対応する。
⒝ 反社会的勢力排除に向けては、本社総務部門を対応部署と定め、警察や外部専門機関との
連絡体制を構築し、情報の収集を行う。行動規範、マニュアル等を作成し社内連絡体制を
周知徹底する。

－ 3 －
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業務の適正を確保するための体制および当該体制の運用状況

(2) 業務の適正を確保するための体制の運用状況
　業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は次のとおりであります。

① 内部統制システム全般
当社は、当社グループの行動規範として「北陸電気工業グループ行動憲章」を定め、役員
および従業員が社会的責任を自覚し誠実かつ倫理的な事業活動を推進するよう徹底しており
ます。
また、当社および当社グループ各社に対し、内部統制システム全般の整備・運用状況につ
いて業務監査部が定期的にモニタリングし、内部統制が有効かつ継続的に機能するよう、必
要な是正・改善を進めております。

② リスク管理
「リスク管理規定」に基づき、リスク管理委員会を開催し、子会社を含めた各種リスクに
対して的確な管理活動を推進するとともに、活動状況について取締役会への報告を行ってお
ります。
なお、顧客の信用リスクに対する損失の管理体制強化や仕組みの再構築を進めることとし
ております。

③ 取締役等の職務執行
月１回程度の定例取締役会を開催し、法令や定款に定める事項、業務執行に関する決議を
行うほか、幹部社員が出席する経営戦略会議やトップヒアリングを開催し、当社グループの
経営方針を含めた様々な議論を通じ、情報の伝達等を行っており、取締役会の意思決定を補
完しております。

④ 監査等委員会の監査の実効性の確保
監査等委員は当社取締役会に加え、経営戦略会議等の重要な会議に出席しております。ま
た、必要に応じて取締役（監査等委員である取締役を除く。）および使用人との意見交換を
行い、内部統制の整備・運用状況を確認しております。また、会計監査人および業務監査部
との双方向の情報交換や、当社代表取締役との定期的な面談を行っております。

－ 4 －
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連結株主資本等変動計算書

●連結計算書類
連 結 株 主 資 本 等 変 動 計 算 書

株 主 資 本
資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計

当 期 首 残 高 5,200 5,039 5,533 △ 1,160 14,611
当 期 変 動 額 － △        0 270 4 274

剰 余 金 の 配 当 △      376 △    376
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 647 647

自 己 株 式 の 取 得 △        1 △        1
自 己 株 式 の 処 分 △        0 5 4
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
当 期 変 動 額 （ 純 額 ）

当 期 末 残 高 5,200 5,038 5,804 △ 1,156 14,886

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
純資産合計その他有価証券

評 価 差 額 金
土地再評価
差 額 金

為 替 換 算
調 整 勘 定

退職給付に係る
調 整 累 計 額

その他の包括利益
累 計 額 合 計

当 期 首 残 高 87 665 706 △    120 1,338 15,950
当 期 変 動 額 52 － 726 103 882 1,157

剰 余 金 の 配 当 △    376
親会社株主に帰属する
当 期 純 利 益 647

自 己 株 式 の 取 得 △        1
自 己 株 式 の 処 分 4
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
当 期 変 動 額 （ 純 額 ） 52 － 726 103 882 882

当 期 末 残 高 139 665 1,432 △      16 2,221 17,107

  （2022年４月１日から2023年３月31日まで）
（単位：百万円）

（注）記載の金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。

－ 5 －
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（ご参考）連結キャッシュ・フロー計算書（要約）

（ご参考）連結キャッシュ・フロー計算書（要約）

科 目 金 額
営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 1,499
減価償却費 1,097
売上債権の減少額 321
棚卸資産の増加額 △ 2,336
仕入債務の増加額 181
その他 △    133

営業活動によるキャッシュ・フロー 629
投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △    757
その他 △    287

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,045
財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増額 1,100
長期借入金の純増額 184
自己株式の取得による支出 △        1
配当金の支払額 △    376
その他 △    133

財務活動によるキャッシュ・フロー 773
現金及び現金同等物に係る換算差額 491
現金及び現金同等物の増加額 848
現金及び現金同等物の期首残高 5,404

現金及び現金同等物の期末残高 6,253

（2022年４月１日から2023年３月31日まで）
（単位：百万円）

（注）記載の金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。
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連結注記表

連　結　注　記　表
（連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等）
1. 連結の範囲に関する事項

⑴ 連結子会社の数…………………16社
主要な連結子会社の名称………北陸興産㈱、朝日電子㈱、ダイワ電機精工㈱、HDKマイクロデバイス㈱、

北電マレーシア㈱、上海北陸微電子㈲、北陸電気（広東）㈲、天津北陸電
気㈲、北陸（上海）国際貿易㈲、北陸シンガポール㈱、HDKタイランド㈱

⑵ 非連結子会社の数………………2社
主要な非連結子会社はありません。

⑶ 非連結子会社を連結の範囲から除いた理由
……………………………………非連結子会社は連結計算書類に重要な影響を及ぼしていないため連結して

おりません。

2. 持分法の適用に関する事項
⑴ 持分法を適用した非連結子会社及び関連会社はありません。
⑵ 主要な非連結子会社及び関連会社はありません。
⑶ 持分法を適用しない理由………非連結子会社及び関連会社はいずれも連結計算書類に及ぼす影響が軽微で

あり、かつ全体としても重要性がないため持分法は適用しておりません。

3. 会計方針に関する事項
⑴ 重要な資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券
その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの
………………………………時価法(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均

法により算定)
市場価格のない株式等……移動平均法による原価法

② デリバティブ…………………時価法
③ 棚卸資産

商品及び製品・仕掛品………当社及び国内連結子会社は主として総平均法による原価法（収益性の低下
による簿価切下げの方法）、在外連結子会社は主として総平均法または先
入先出法による低価法を採用しております。

原材料及び貯蔵品……………当社及び国内連結子会社は主として先入先出法による原価法（収益性の低
下による簿価切下げの方法）、在外連結子会社は主として先入先出法によ
る低価法を採用しております。
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⑵ 重要な減価償却資産の減価償却の方法
有形固定資産（リース資産を除く）  当社及び国内連結子会社は主として定率法、在外連結子会社は主として定

額法を採用しております。
無形固定資産（リース資産を除く）  定額法によっております。

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間
（5年）に基づく定額法を採用しております。

リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース …リース期間を耐用年数として、残存価額を零とする定額法を採用しており
取 引 に 係 る リ ー ス 資 産　　ます。

⑶ 重要な引当金の計上基準
貸倒引当金………………………債権の貸倒損失に備えるため、当社及び国内連結子会社は一般債権につい

ては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収
可能性を検討し、回収不能見込額を計上しており、在外連結子会社は主と
して特定の債権について、その回収可能性を勘案した所要見積額を計上し
ております。

賞与引当金………………………従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額の当連結会
計年度の負担額を計上しております。

取引先関連事業損失引当金……取引先の民事再生手続開始の申立てに伴う損失に備えるため、部材等の発
注残に係る損失見込額を計上しております。

⑷ 収益及び費用の計上基準
商品又は製品の販売に係る収益は、主に製造等による販売であり、顧客との販売契約に基づいて商品又は製品

を引き渡す履行義務を負っております。当該履行義務は、商品又は製品を引き渡す一時点において、顧客が当該
商品又は製品に対する支配を獲得して充足されると判断し、引渡時点で収益を認識しております。

当社グループが代理人として商品の販売に関与している場合には、純額で収益を認識しております。
⑸ その他連結計算書類作成のための基本となる重要な事項

ヘッジ会計の処理………………振当処理の要件を満たしている為替予約については振当処理によっており
ます。

退職給付に係る資産及び負債の計上基準 …退職給付に係る資産及び負債は、従業員の退職給付に備えるため、当連結
会計年度末における見込額に基づき、退職給付債務から年金資産の額を控
除した額を計上しております。
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの
期間に帰属させる方法については、期間定額基準によっております。
過去勤務費用は、主としてその発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の
一定の年数（10年）による定額法により費用処理しております。
数理計算上の差異は、主として各連結会計年度の発生時における従業員の
平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）による定額法により按分し
た額を、それぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しております。
未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用については、税効果を調
整の上、純資産の部におけるその他の包括利益累計額の退職給付に係る調
整累計額に計上しております。
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商品及び製品 1,743百万円

仕掛品 3,958

原材料及び貯蔵品 4,319

繰延税金資産 1,655

貸倒引当金 1,040

取引先関連事業損失引当金 413

（収益認識に関する注記）
1．収益の分解

　当社グループは、電子部品の製造・販売事業、金型・機械設備の製造・販売事業、商品仕入及び不動
産・保険代理業に係る事業を営んでおり、電子部品の製造・販売事業における主な財の種類は、抵抗器、
モジュール製品、電子デバイス、回路基板であります。
　また、各事業の売上高は、44,425百万円、763百万円、563百万円であります。

2．収益を理解するための基礎となる情報
　「会計方針に関する事項」の「収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであります。

（会計上の見積りに関する注記）
会計上の見積りにより当連結会計年度に係る連結計算書類にその額を計上した項目であって、翌連結会計年

度に係る連結計算書類に重要な影響を及ぼす可能性があるもの、およびその会計上の見積りの内容は次のとお　
りであります。

（注）繰延税金資産は繰延税金負債と相殺前の額であります。
① 棚卸資産（商品及び製品、仕掛品、原材料及び貯蔵品）

棚卸資産の評価において、期末における正味売却価額が取得原価よりも下落している場合には当該正味売
却価額をもって貸借対照表価額とする一方、営業循環過程から外れた棚卸資産については、正味売却価額ま
で切り下げる方法に代えて、滞留期間に応じて規則的に帳簿価額を切り下げ、収益性の低下の事実を反映さ
せる方法を採用しております。また、滞留期間に応じた規則的な帳簿価額の切下げにおきましては、滞留期
間ごとの簿価切下率の基準を設定しており、当該基準に使用する滞留期間は、棚卸資産の種類に基づき、入
庫日、工程投入日又は最終出荷日を基準日として算定しております。ただし、収益性の低下が認められない
ことが明らかな棚卸資産については、その根拠を検討したうえで、上記の簿価切下げの対象から除外してお
ります。

営業循環過程から外れた棚卸資産の簿価切下げの方法の採用及び基準の設定については、過去の廃棄実績
との整合性を検証することで、また、簿価切下げの対象からの除外に当たっては、収益性の低下が認められ
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ない根拠を確認することで、それらの妥当性を図っております。
当連結会計年度は取引先の民事再生手続開始の申立てに伴い、同取引先向けの棚卸資産全額について０円

まで簿価を切り下げております。
電子部品業界は技術革新のスピードが速く、価格競争が激しいことから、将来の需要等の市場環境が予測

より悪化し、棚卸資産の収益性が低下した場合には、簿価切下げが必要となる場合があります。
② 繰延税金資産

　繰延税金資産の回収可能性については、納税主体ごとに、「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指
針」に基づき企業の分類を行い、当該分類に基づき判断しております。
　また、将来減算一時差異および税務上の繰越欠損金に係る繰延税金資産の回収可能額は、過年度における
課税所得の実績および事業計画を基礎として算定しております。
　経営環境の変化等により、将来の課税所得の金額が見積りと異なる場合には、繰延税金資産の金額に影響
を与える可能性があります。

③ 貸倒引当金および取引先関連事業損失引当金
　当連結会計年度は取引先の民事再生手続開始の申立てに伴い、同取引先に対する売掛債権全額について貸
倒引当金を計上し、同取引先向けの部材等の発注残全額について取引先関連事業損失引当金を計上しており
ます。
　貸倒引当金については取引先の民事再生手続の進捗が回収見込額に影響を与える可能性があります。ま
た、取引先関連事業損失引当金については部材等の仕入先などとの交渉が損失見込額に影響を与える可能性
があります。

（追加情報）
　前連結会計年度は連結納税制度を適用しておりましたが、当連結会計年度より単体納税制度に移行いたし
ました。
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１. 有形固定資産の減価償却累計額 37,133百万円

建物及び構築物 669百万円
機械装置及び運搬具 205
土地 1,608

計 2,483

短期借入金 2,321百万円
長期借入金 4,044

計 6,365

従業員 １百万円

建物及び構築物 68百万円
機械装置及び運搬具 215

計 283

（連結貸借対照表関係）

　なお、減価償却累計額には減損損失累計額が含まれています。

２. 担保に供している資産

同上に対する債務額

３. 負債の部に記載していない保証債務等
債務保証残高

４. 当社は「土地の再評価に関する法律（平成10年３月31日公布政令第34号）」に基づき、事業用の土地の再
評価を行い、土地再評価差額金を純資産の部に計上しております。
・再評価の方法

「土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日公布政令第119号）第２条第五号」に定める方
法により算出

・再評価を行った年月日　2000年３月31日
・再評価を行った土地の当連結会計年度末における時価と再評価後の帳簿価額との差異　380百万円

５. 国庫補助金等により固定資産の取得金額から控除している圧縮記帳額は次のとおりであります。

（連結損益計算書関係）
取引先関連事業損失
　取引先の民事再生手続開始の申立てに伴う損失であり、内訳は、売掛債権に対する貸倒引当金繰入、棚卸資産
の評価損、部材等の発注残に係る損失であります。
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当 連 結 会 計 年 度
期首株式数（株）

当 連 結 会 計 年 度
増加株式数（株）

当 連 結 会 計 年 度
減少株式数（株）

当連結会計年度末
株 式 数 （ 株 ）

発行済株式

普通株式 9,250,099 － － 9,250,099

合　　計 9,250,099 － － 9,250,099

決 議 株式の種類 配当金の総額 １株当たり
配 当 額 基 準 日 効 力 発 生 日

2 0 2 2 年 ５ 月 1 0 日
取 締 役 会 普通株式 376百万円 45.00円 2022年３月31日 2022年６月30日

決 議 株式の種類 配当金の総額 １株当たり
配 当 額 基 準 日 効 力 発 生 日

2 0 2 3 年 ５ 月 1 0 日
取 締 役 会 普通株式 460百万円 55.00円 2023年３月31日 2023年６月30日

（連結株主資本等変動計算書関係）
1. 発行済株式の種類及び総数に関する事項

2. 配当に関する事項
⑴ 配当金支払額

⑵ 基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの
　次のとおり、決議しております。

　なお、配当の原資につきましては利益剰余金とすることといたしました。
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（金融商品関係）
1. 金融商品の状況に関する事項

⑴ 金融商品に対する取組方針
　当社グループは、資金運用については安全性の高い金融資産に限定し、また、資金調達については主に銀
行借入や社債発行によっております。
　デリバティブ取引は、将来の為替・金利の変動によるリスク回避を目的としており、投機的な取引は行わ
ない方針であります。

⑵ 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制
　営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。当該リスクに関しては、
当社グループの与信管理規定に従い、取引先ごとの期日管理及び残高管理を行うとともに、主な取引先の信
用状況を定期的に把握する体制としております。
　投資有価証券は、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変動リスクに晒されておりま
す。
　営業債務である支払手形及び買掛金は、そのほとんどが１年以内の支払期日であります。
　借入金のうち、短期借入金は主に営業取引に係る資金調達であり、長期借入金は主に設備投資に係る資金
調達でありますが、変動金利の借入金は、金利の変動リスクに晒されております。
　デリバティブ取引の契約は、各事業部署の稟議手続により、管理部門の検討を経て社長決裁により行われ
ており、取引結果は毎月管理部門に報告されております。
　また、デリバティブの利用にあたっては、信用リスクを軽減するために、格付の高い金融機関とのみ取引
を行っております。
　営業債務や借入金は、流動性リスクに晒されていますが、当社グループでは、各社が月次に資金繰計画を
作成するなどの方法により管理しております。
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連結貸借対照表計上額
（＊１） 時　　価（＊１） 差 額

（１） 投資有価証券

　　 その他有価証券 984 984 －

（２） 長期借入金 (8,188) (8,203) (14)

2. 金融商品の時価等に関する事項
　2023年３月31日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価およびこれらの差額について
は、次のとおりであります。なお、市場価格のない株式等（連結貸借対照表計上額139百万円）は、「その他
有価証券」には含めておりません。また、現金は注記を省略しており、預金、「受取手形及び売掛金」、「支
払手形及び買掛金」および「短期借入金」は短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似することから、注
記を省略しております。

（単位：百万円）

（＊１）負債に計上されているものについては、（　）で示しております。

3．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
　金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベル
に分類しております。
レベル１ の時価 ： 同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価
レベル２ の時価 ： レベル１ のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算定した時価
レベル３ の時価 ： 重要な観察できないインプットを使用して算定した時価
　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属
するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。
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区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
 投資有価証券
　 その他有価証券
　 　株式 984 － － 984

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
 長期借入金 － (8,203) － (8,203)

１株当たり純資産額 2,043円56銭
１株当たり当期純利益 77円36銭

（１）時価をもって連結貸借対照表計上額とする金融資産及び金融負債
（単位：百万円）

（２）時価をもって連結貸借対照表計上額としない金融資産及び金融負債
（単位：百万円）

（注）時価の算定に用いた評価技法及びインプットの説明
投資有価証券 
　上場株式は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時価をレ
ベル１の時価に分類しております。
長期借入金 
　これらの時価は、元利金の合計額と、当該債務の残存期間及び信用リスクを加味した利率を基に、割引現在価
値法により算定しており、レベル２の時価に分類しております。

 (１株当たり情報)
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●計算書類
株 主 資 本 等 変 動 計 算 書

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

自己株式 株主資本
合 計資 本

準 備 金
そ の 他

資 本 剰 余 金
利 益
準 備 金

そ の 他
利益剰余金
繰越利益
剰 余 金

当 期 首 残 高 5,200 462 4,645 400 3,324 △ 1,160 12,871
当 期 変 動 額 － － △        0 37 △    959 4 △    918

剰 余 金 の 配 当 37 △    414 △    376
当 期 純 損 失 △    545 △    545
自 己 株 式 の 取 得 △        1 △        1
自 己 株 式 の 処 分 △        0 5 4
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
当 期 変 動 額 （ 純 額 ）

当 期 末 残 高 5,200 462 4,644 437 2,364 △ 1,156 11,953

評 価 ・ 換 算 差 額 等
純 資 産
合 計

そ の 他
有価証券
評 価
差 額 金

土 地
再 評 価
差 額 金

評価・換
算差額等
合 計

当 期 首 残 高 77 374 451 13,323
当 期 変 動 額 41 － 41 △    876

剰 余 金 の 配 当 △    376
当 期 純 損 失 △    545
自 己 株 式 の 取 得 △        1
自 己 株 式 の 処 分 4
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
当 期 変 動 額 （ 純 額 ） 41 － 41 41

当 期 末 残 高 118 374 493 12,446

（2022年４月１日から2023年３月31日まで）
（単位：百万円）

（注）記載の金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。
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個　別　注　記　表

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）
1. 資産の評価基準及び評価方法

⑴ 有価証券
① 子会社株式及び関連会社株式…移動平均法による原価法
② その他有価証券

市場価格のない株式等以外のもの
　　　　　………………………時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平

均法により算定）
市場価格のない株式等…………移動平均法による原価法

⑵ デリバティブ………………………時価法
⑶ 棚卸資産

商品及び製品・仕掛品……………総平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）
原材料及び貯蔵品…………………先入先出法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）

2. 固定資産の減価償却の方法
有形固定資産（リース資産を除く） 定率法
無形固定資産（リース資産を除く） 定額法

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間
（５年）に基づく定額法を採用しております。

リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース…リース期間を耐用年数として、残存価額を零とする定額法を採用してお
取引に係るリース資産　　　　　ります。

3. 引当金の計上基準
貸倒引当金……………………………債権の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、

貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収
不能見込額を計上しております。

賞与引当金……………………………従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額の当期負
担額を計上しております。

退職給付引当金………………………従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の
見込額に基づき計上しております。
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期
間に帰属させる方法については、期間定額基準によっております。
過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の
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商品及び製品 368百万円

仕掛品 1,171

原材料及び貯蔵品 3

繰延税金資産 1,164

貸倒引当金 1,130

取引先関連事業損失引当金 938

年数（10年）による定額法により費用処理しております。
数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤
務期間以内の一定の年数（10年）による定額法により按分した額を、
それぞれ発生の翌事業年度から費用処理しております。

取引先関連事業損失引当金…………取引先の民事再生手続開始の申立てに伴う損失に備えるため、部材等の
発注残に係る損失見込額を計上しております。

4. 収益及び費用の計上基準
商品又は製品の販売に係る収益は、主に製造等による販売であり、顧客との販売契約に基づいて商品又は製

品を引き渡す履行義務を負っております。当該履行義務は、商品又は製品を引き渡す一時点において、顧客が
当該商品又は製品に対する支配を獲得して充足されると判断し、引渡時点で収益を認識しております。

当社が代理人として商品の販売に関与している場合には、純額で収益を認識しております。

5. その他計算書類作成のための重要な事項
ヘッジ会計の処理………………………振当処理の要件を満たしている為替予約については振当処理によってお

ります。
退職給付に係る会計処理………………退職給付に係る未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の未処

理額の会計処理の方法は、連結財務諸表におけるこれらの会計処理の方
法と異なっております。

（収益認識に関する注記）
収益を理解するための基礎となる情報は、「重要な会計方針に係る事項に関する注記」の「収益及び費用の計

上基準」に記載のとおりであります。

（会計上の見積りに関する注記）
会計上の見積りにより当事業年度に係る計算書類にその額を計上した項目であって、翌事業年度に係る計算書

類に重要な影響を及ぼす可能性があるものは次のとおりであります。

（注）繰延税金資産は繰延税金負債と相殺前の額であります。
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①棚卸資産（商品及び製品、仕掛品、原材料及び貯蔵品）
　棚卸資産の評価において、期末における正味売却価額が取得原価よりも下落している場合には当該正味売却
価額をもって貸借対照表価額とする一方、営業循環過程から外れた棚卸資産については、正味売却価額まで切
り下げる方法に代えて、滞留期間に応じて規則的に帳簿価額を切り下げ、収益性の低下の事実を反映させる方
法を採用しております。また、滞留期間に応じた規則的な帳簿価額の切下げにおきましては、滞留期間ごとの
簿価切下率の基準を設定しており、当該基準に使用する滞留期間は、棚卸資産の種類に基づき、入庫日、工程
投入日又は最終出荷日を基準日として算定しております。ただし、収益性の低下が認められないことが明らか
な棚卸資産については、その根拠を検討したうえで、上記の簿価切下げの対象から除外しております。
　営業循環過程から外れた棚卸資産の簿価切下げの方法の採用及び基準の設定については、過去の廃棄実績と
の整合性を検証することで、また、簿価切下げの対象からの除外に当たっては、収益性の低下が認められない
根拠を確認することで、それらの妥当性を図っております。
　当事業年度は取引先の民事再生手続開始の申立てに伴い、同取引先向けの棚卸資産全額について０円まで簿
価を切り下げております。
　電子部品業界は技術革新のスピードが速く、価格競争が激しいことから、将来の需要等の市場環境が予測よ
り悪化し、棚卸資産の収益性が低下した場合には、簿価切下げが必要となる場合があります。
②繰延税金資産

繰延税金資産の回収可能性については、納税主体ごとに、「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」
に基づき企業の分類を行い、当該分類に基づき判断しております。

また、将来減算一時差異および税務上の繰越欠損金に係る繰延税金資産の回収可能額は、過年度における課
税所得の実績および事業計画を基礎として算定しております。

経営環境の変化等により、将来の課税所得の金額が見積りと異なる場合には、繰延税金資産の金額に影響を
与える可能性があります。
③貸倒引当金および取引先関連事業損失引当金

当事業年度は取引先の民事再生手続開始の申立てに伴い、同取引先に対する売掛債権全額について貸倒引当
金を計上し、同取引先向けの部材等の発注残全額（子会社分は原価相当額）について取引先関連事業損失引
当金を計上しております。

貸倒引当金については取引先の民事再生手続の進捗が回収見込額に影響を与える可能性があります。また、
取引先関連事業損失引当金については部材等の仕入先などとの交渉が損失見込額に影響を与える可能性があり
ます。

（追加情報）
前事業年度は連結納税制度を適用しておりましたが、当事業年度より単体納税制度に移行いたしました。
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1. 有形固定資産の減価償却累計額 20,567百万円

建物及び構築物 669百万円
機械及び装置 205
土地 1,641

計 2,517

短期借入金 2,321百万円
長期借入金 4,044

計 6,365

北陸興産㈱ 234百万円
ＨＤＫタイランド㈱ 170
ダイワ電機精工㈱ 10
上海北陸微電子㈲ 2
朝日電子㈱ 1
その他 1

計 421

短期金銭債権 6,016百万円
長期金銭債権 539
短期金銭債務 1,454

金銭債務 10百万円

（貸借対照表関係）

なお、減価償却累計額には減損損失累計額が含まれています。

2. 担保に供している資産

同上に対する債務額

3. 保証債務
　他の会社の金融機関からの借入等に対し次のとおり債務保証を行っております。

4. 関係会社に対する金銭債権または金銭債務の金額

5. 取締役に対する金銭債権または金銭債務の金額

（注）2007年６月28日開催の第73回定時株主総会において決議された役員退職慰労金の打切り支給に基づく
支給見込額であります。
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売上高 17,245百万円
仕入高 10,456
営業取引以外の取引高
　資産売却高 14
　資産購入高 93
　その他 1,277

当期首株式数（株） 当期増加株式数（株） 当期減少株式数（株） 当期末株式数（株）

自己株式

普通株式 881,924 967 4,189 878,702

合　　計 881,924 967 4,189 878,702

6. 当社は「土地の再評価に関する法律（平成10年３月31日公布政令第34号）」に基づき、事業用の土地の再
評価を行い、土地再評価差額金を純資産の部に計上しております。
・再評価の方法

「土地の再評価に関する法律施行令（平成10年３月31日公布政令第119号）第２条第五号」に定める方
法により算出

・再評価を行った年月日　2000年３月31日
・再評価を行った土地の当事業年度末における時価と再評価後の帳簿価額との差異　417百万円

（損益計算書関係）
１. 取引先関連事業損失

取引先の民事再生手続開始の申立てに伴う損失であり、内訳は、売掛債権に対する貸倒引当金繰入、棚卸資
産の評価損、部材等の発注残に係る損失であります。

２. 関係会社との取引高

（株主資本等変動計算書関係）
自己株式の株式数に関する事項

（注）株式数の増加は単元未満株式の買取りによるものであり、減少は譲渡制限付株式報酬に係る処分によるも
のであります。

（税効果会計関係）
　繰延税金資産の発生の主な原因は、退職給付引当金、税務上の繰越欠損金および賞与引当金などであり、繰延
税金負債の発生の主な原因は土地再評価益であります。
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種 類 会 社 等 の 名 称 議 決 権 等 の
所有割合(％) 関連当事者との関係 取 引 の 内 容 取引金額 科 目 期末残高

子会社 朝 日 電 子 ㈱ 直接100％ 当社チップ抵抗器
の 委 託 加 工 先

土地・建物・設備の賃貸 296 未収入金 －

出向者の派遣 295 未収入金 10

子会社 HDKマイクロデバイス㈱ 直接100％ 当社モジュール製
品の委託加工先 資金の貸付 － 貸 付 金 1,200

子会社 ダ イ ワ 電 機 精 工 ㈱ 直接  91％ 金型仕入先 資金の貸付 － 貸 付 金 544

子会社 北 陸 精 機 ㈱ 直接100% 当社設備の購入先 出向者の派遣 42 未収入金 １

子会社 北陸シンガポール㈱ 直接100％ 当社製品の販売 配当金の受取 127 － －

子会社 H D K チ ャ イ ナ ㈱ 直接100％ 当社製品の販売 配当金の受取 148 － －

子会社 北陸（上海）国際貿易㈲ 直接100％ 当社製品の販売 当社製品の売上 10,565 売 掛 金 3,108

子会社 上 海 北 陸 微 電 子 ㈲ 直接  30％
間接  70％

当社モジュール製
品の委託加工先 部材支給及び委託加工 3,486 未 払 金 1,074

１株当たり純資産額 1,486円78銭
１株当たり当期純損失 △     65円16銭

（関連当事者との取引関係）
（注）会社計算規則第112条第２項に該当する取引については、記載を省略しております。
1. 子会社等

（単位：百万円）

（注）1. 部材の有償支給につきましては、当社の購入価格を勘案し、価格交渉のうえ決定しております。
2. 貸付金利につきましては、市場金利を勘案して決定しております。
3. 製品の販売につきましては、最終顧客への販売価格を勘案し、価格交渉のうえ決定しております。
4. ダイワ電機精工㈱への貸付金に対し、114百万円の貸倒引当金を計上しております。

2. 役員
　該当事項はありません。

（１株当たり情報）
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